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 ７月に入っても、梅雨前線の活動で、大雨になった

り、夏本番を思わせる暑さになったりと不安定な毎

日です。新型コロナウィルス感染予防対策に加え、

日々の健康管理にご配慮いただいておりますことに

感謝しております。 

 さて、本年度は、新型コロナウィルス感染症予防の

ため、たつの市内の小中学校での学校水泳が中止と

なりました。子どもたちにとっては、大変残念なこと

ですが、河川等での事故の防止に向けての安全教育

は行っていきます。 

 さらに、６月には、生活科や総合的な学習の時間で

の体験活動やふるさと越部から学ぶ学習を充実させ

るとともに、1 人 1 台端末(Chromebook)の活用を

どの学年でも進めました。 

子どもたちの体験と学びをつないだり、学習した

ことを関連付けて知識を深めたりするためには、「心

のコップが上向き」でなければなりません。そこで、

朝礼等機会あるごとに、「心のコップを上向きにしよ

う」と呼びかけています。 

 「心のコップを上向きにする」とは，子どもたちの

気持ちの状態をオープンにしておくということで

す。気持ちがオープンであれば，指導や助言が心や頭

というコップに入りやすくなります。反対に，心の中

のコップが下向きであれば，気持ちは閉ざされてい

ますので，いくら指導しても身に付かなかったり，頭

に入らなかったりします。  

 では、どのようにすれば、心のコップが上向きにな

るのでしょうか。 

子どもたちに、３つの行動を取ることで心のコッ

プが上を向きやすくなると伝えています。 

① もくもく (掃除、後片付け、時間を守る) 

② やさしさ (感謝の気持ち、あいさつ) 

③ なぜかな (気付きや疑問を大切に) 

 さらに、私たち大人は、「心のコップ」にたくさん

の認証やほめ言葉を注ぎ込んでやることが大切で

す。認められている，愛されているという，自信や安

心感が、心のコップの上向き状態をよくして，指導や

助言もさらに入りやすくなっていきます。「学び」が

しっかりと身に付くよう子どもたちの「心のコップ」

を上向きにしていきたいです。 

学校創立記念日(7月1日)について 〔創立146周年〕 

越部小学校は、その前身の仙正小学校・玉水小学校

のころから数えると 140 年以上にわたってこの地の

教育・文化の中心として、また地域の方々の心のふる

さととして地域の人々と共に歩んできました。 

 創立記念日については、昭和 40年に、村立越部尋

常小学校として開校された明治 25年 7月 1日を越部

小学校の創立日と定め、それ以来この日を創立記念

日として学校を休業日にしてお祝いしています。 

 そして、昭和 50 年 9 月 28 日に開校 100 周年諸事

業が行われています。これは、越部尋常小学校の前身

である玉水小学校が明治８年開校された時から起算

されています。それによると今年で創立 146 周年と

いうことになります。 

本校創立以来、多くの卒業生が、越部小学校を思い 

出を胸に社会で活躍されています。越部小学校で学 

ぶ子どもたちが、本校で、未来を切り拓く力 

を育んでいってもらいたいです。 

 

「心のコップを上向きに」 

～「学び」がどんどん吸収されるように～ 

 

＜校章の由来＞ 
周囲の模様は、明鏡を形どっています。明鏡は、正邪善悪
をありのまま写すことで、正しいものは正しい、良くない
ものは良くないと判断し実行できる人になろうという願
いが込められています。 
この明鏡模様の中に、子どもたちの将来の大成を願う樹
として、校庭に育つ「せんだんの木」の枝葉のように、し
なやかに生きていこう、そしていかなる苦難をも乗り越
えるのだ、という気持ちを込めて越部の“ 越 ”の文字を
かいています。 

 〔７月の行事予定〕 


